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むらの人口 （平成 21 年 8 月１日現在）　（　）は前月比

 総数：9,295 人（+5）    男 : 4,537 人（+2）  女 : 4,758 人（+3）
 世帯数 : 3,207 世帯（-2）
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笑
顔
あ
ふ
れ
る
環
境
を

　

任
期
満
了
に
伴
な
う
宮
田
村
長

選
挙
（
７
月
７
日
告
示
）
で
無
投

票
で
２
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た

清
水
村
長
が
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
７
月
24
日
、
初
登
庁
を
し

就
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

就
任
式
で
清
水
村
長
は
、
ま
だ

ま
だ
先
が
見
通
せ
な
い
経
済
状
況

の
中
、
村
民
と
共
通
の
認
識
で
村

づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
施

策
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
し
、

①
農
工
商
の
調
和
あ
る
発
展

②
生
活
基
盤
の
環
境
整
備

③
環
境
景
観
の
清
浄
化

地域の中で日頃のお付き合いを通して、ど
のような支援が必要か考えておきましょう。

　

今
年
度
の
村
功
労
者
表
彰
の
授
与
式
が
7
月

25
日
、
村
民
会
館
で
行
な
わ
れ
、
山
浦
正
弘
さ

ん
（
町
２
区
）
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
浦
さ
ん
は
平
成
４
年
か
ら
平
成
20
年
の
16

年
間
、
村
議
会
議
員
を
、
そ
の
う
ち
４
年
間
は

議
長
を
務
め
る
な
ど
要
職
を
歴
任
し
地
方
自
治

の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
で
山
浦

山
浦
正
弘
さ
ん
に 

村
功
労
者
表
彰

清水村政２期目のスタート！
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④
健
や
か
で
心
の
通
う
福
祉
の
充
実

⑤
文
化
の
保
全
振
興

こ
の
５
つ
を
重
点
的
な
施
策
と

し
て
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
環
境

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
話
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

協
働
の
村
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
に
も
、
村
を
引
っ
張
っ

て
い
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
職
員
も
含
め
『
今

こ
そ
私
た
ち
の
出
番
だ
』
と
い
う

気
概
を
持
っ
て
２
期
目
の
行
政
経

営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

さ
ん
は
「
宮
田

村
を
愛
す
る
気

持
は
誰
に
も
負

け
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の

し
あ
わ
せ
、
安

全
の
た
め
頑

張
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。

受章された山浦さん

 

家
族
そ
ろ
っ
て

  

参
加
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
の
地
震
防
災
訓
練
は
、
９
月

１
日
（
火
）
防
災
の
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

東
海
地
震
は
、
大
地
震
の
切
迫
性

が
高
く
、
予
知
の
可
能
性
が
あ
る
唯

一
の
地
震
で
、
著
し
い
災
害
の
生
じ

る
恐
れ
が
あ
る
地
域
は
「
地
震
防
災

対
策
強
化
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
宮
田
村
も
こ
れ
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　　

訓
練
で
は
東
海
地
震
注
意
情
報
、

警
戒
宣
言
を
防
災
無
線
か
ら
発
信

し
、
情
報
を
受
け
て
各
家
庭
で
防
災

対
策
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

続
い
て
東
海
地
震
発
生
の
サ
イ
レ

ン
に
よ
り
、
各
家
庭
は
事
前
に
配
布

す
る
避
難
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
指
定

さ
れ
た
「
一
次
避
難
所
」
へ
避
難
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
避
難
の
際
は
、

身
軽
で
安
全
な
服
装
へ
の
着
替
え
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

各
地
区
の
避
難
所
へ
避
難
し
て
か

ら
は
、
各
地
区
の
訓
練
計
画
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
午
前
中
に
か
け
保
育
園
、

学
校
、
事
業
所
の
訓
練
の
た
め
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮田村地震防災訓練
９月１日（火）

午前6:00  地震発生・避難訓練

地
域
み
ん
な
の
協
力

 

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
り
」

   

助
け
る
こ
と
も
あ
れ
ば

        

助
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

　

思
い
や
り
の
あ
る

  　
　
　
　

や
さ
し
い
地
域
関
係
を

　

現
在
各
区
で
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ

プ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

初
期
消
火
も
避
難
も
、
自
分
の
家
族

の
命
を
守
る
の
は
自
分
た
ち
で
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
災
害

時
に
は
そ
れ
す
ら
困
難
な
人
た
ち
が

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
支
援
の
必
要

な
立
場
の
人
を
「
要
援
護
者
」
と
言

い
表
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
、室
内
・

屋
外
の
安
全
確
保
や
情
報
の
提
供
な

ど
、き
め
細
か
な
接
触
が
大
切
で
す
。

　

村
内
の
防
災
に
か
か
わ
る
こ
と

や
、
火
災
発
生
の
お
知
ら
せ
を
屋
外

の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
し
て
い
る

の
が
、
防
災
行
政
無
線
で
す
。

　

こ
の
放
送
が
い
ざ
と
い
う
時
に
確

実
に
作
動
す
る
よ
う
、
毎
日
３
回
定

時
に
メ
ロ
デ
ィ
を
流
し
て
い
ま
す

が
、
村
内
全
域
に
届
け
る
音
量
の
た

め
、騒
音
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
い
間
放
送
を
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
定
時
放
送
を
頼

り
に
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
１
回
の
定
時
放
送
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
騒
音
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う
に

放
送
内
容
を
変
更
し
ま
す
。

　

村
内
の
防
災
に
か
か
わ
る
こ
と

防
災
行
政
無
線
放
送
の
曲

変
更
し
ま
す

朝 7:00

宮田村イメージソング

　　　→　チャイム

正午

ふるさと → チャイム

夕方 6:00（冬季 5:00）

夕焼け小焼け

           ※変更なし

梅雨明け後も雨の日が続いたこの夏。待ち

に待った夏空が広がったこの日、プールに

どもたちの歓声が広がりました。表紙は全

国中学校競泳大会を控えた水泳部の松田さ

ん（関連記事 9 ㌻）。見ていた後輩たちか

ら「魚のようだ」と歓声が上がるほどきれ

いな泳ぎでした。

９
月
１
日
か
ら

問総務課 総務係 ☎ 85 - 3181
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宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎85-2314

老人福祉センター
☎85-4128

宮田村公式ホームページ
http://www.vill.miyada.nagano.jp

8/14 ～  情報発信！チャンネルみやだ

8/21 ～  商工会だより

8/28 ～  ＴＶこまうすゆきそう１c h

9/ 4 ～  シリーズ環境問題

9/11 ～  情報発信！チャンネルみやだ

ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30 8:30 12:30

　　　　　 19:00 21:00 23:00

今月の納税 など
村県民税　　　　第２期
国民健康保健税　第３期
後期高齢者医療保険料　第２期
　納期限・振替日　8/31（月）

水道料・下水道使用料
今月は… 町１, 町２, 大田切
　大久保 , 中越 , つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
8/16（日）・9/20（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
8/26（水）・9/ 9（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

よろこび
倉住　海

か い と

翔くん　　　　大久保

哲治・グレンダさん

酒井　優
ゆ づ き

月ちゃん　つつじが丘

卓也・とも美さん

田畑　碧
へ き る

瑠ちゃん　　　大田切

英明・初美さん

村上　久
く る み

琉美ちゃん　　大田切

明久・恵美さん

佐藤　愛
あい

ちゃん　　　　大田切

利行・知子さん

気賀沢　蓮
れ ん と

人くん　　　大久保

信之・なつきさん

友野　遥
はるか

ちゃん　　　　　南割

悟・久子さん

かなしみ
野々村　千代子さん　　 88 歳

南割　正一さん・母

小田切　里子さん　　　 91 歳

南割　信樹さん・母

伊藤　依男さん　　　　 86 歳

南割　敏之さん・父

白川　明美さん　　　　 61 歳

町１　達夫さん・妻

西村　武雄さん　　　　 95 歳

町３　常雄さん・父

吉光　智さん　　　　　 89 歳

中越　孝男さん・父

くらしの情報 INFORMATION

8    AUGUST
 葉 月

臨時職員募集
　パート保育士

■募集職種・人数

　パート保育士　２名

■雇用期間

　①９月から来年３月末まで

　② 10 月から来年３月末まで

■資格

　保育資格をお持ちの通勤可能

　な方

■受付期間　

　８月 17 日（月）～ 21 日（金）

※申込み方法や勤務条件などく

わしくはお問い合わせください。

問教育委員会 こども室

　　　　　　☎８５－２３１４

村営墓地の分譲

　村営墓地を販売（永代貸与）

しています。下記の担当までお

申し込みください。

■場所　4291 番地（駒ヶ原）

■価格　23 万円

問住民福祉課 住民生活係

　　　　　　☎８５－５８６１

宮田村
福祉医療費特別給付金制度

　この制度は宮田村にお住まい

で下記の受給条件に当てはまる

方の医療費負担を軽減するため

の制度で、役場へ申請すること

により受給を受けることが出来

ます。該当していると思われる

方で受給者証をお持ちでない方

は、役場住民福祉課までお問い

合わせください。

■受給条件

①乳幼児（小学校６年生修了前

　の児童）

②障がい者（身体障害者・療育・

　精神保健手帳等をお持ちの方

　で一定の等級に該当する方）

③母子父子家庭（20 歳未満の

　児童を扶養する配偶者のいな

　い方）　※父子家庭は配偶者

　と死別されている方

※②③は所得制限があります。

■受給方法

　病院などを受診された時、

いったん病院の会計窓口で自己

急募
経済雇用対策相談員

■募集職種・人数

　経済雇用対策相談員　１名

■雇用期間

　９月から来年２月末まで

■資格

　普通自動車免許をお持ちの方

　で商工会や銀行勤務経験者希望

※申込み方法や勤務条件などく

わしくはお問い合わせください。

問産業建設課 商工観光係

　　　　　　☎８５－５８６４

特定計量器（はかり）の
定期検査を行います

　商売や各種証明行為に使用

する「はかり」は 2 年に 1 回、

定期検査を受ける必要がありま

す。今年度は宮田村を対象に次

の日程で実施されますので「は

かり」を持参し、必ず検査を受

けてください。

■日時

　９月９日（水）

　午後１時～３時 30 分

■場所　役場駐車場 西側車庫

問産業建設課 商工観光係

　　　　　　☎８５－５８６４

爆音機
適正な使用をお願いします

　収穫期を迎えた農作物の野性

鳥獣被害を防止するため爆音器

が使われますが、使う際には、

次の点にご注意ください。

①住居から直線距離にして

　200m 未満の位置で使用しな

　いこと。

②早朝及び夜間には、使用しな

　いこと。

③爆音器に代わる対策方法がで

　きるようであれば、その利用

　を考える。

問産業建設課 農政係

　　　　　　☎８５－５８６４

　ＪＡ上伊那宮田支所 営農課

　　　　　　☎８４－１２０１

村の封筒に
広告を掲載しませんか

　村が通知文書などの送付に使

用している封筒に掲載する広告

を募集しています。地元企業、

商店のみなさん、村内をはじめ

県内外に発送される封筒を活用

してみませんか。

■広告スペース

①「角２」サイズの封筒の表面

　に８cm ×８cm（２枠）

赤穂高校
　秋の公開授業

■日時　８月 29 日（土）

　　　　午前 10:05 ～ 11:55

■対象　

　地域のみなさんや、中学生と

　その保護者の方など

※事前に申込みをして下さい。

問赤穂高校　☎８２－３２２１

募集 伊南福祉会
来春の新規採用職員

■募集職種・人数

　理学療法士又は作業療法士、

　介護福祉士、看護師又は准看

　護師　それぞれ若干名

■勤務場所

　観成園、フラワーハイツなど

　伊南福祉会の運営する施設

■受付期間

　９月 13 日（日）まで

※資格などくわしくはお問い合

わせください。

問伊南福祉会事務局

　　　　　　☎８１－４０７０

②「長３」サイズの封筒（２種

　類）の表面に 8.5cm × 4.5cm

　（各１枠）

■広告掲載期間・数量

　今年９月から枚数終了まで

① 10,000 通、②各 20,000 通

■最低募集価格　

　①②ともに２万円

■申込期限

　８月 20 日（木）午後３時

問総務課 管理財政係

　　　　　　☎８５－３１８１

募集 昭和伊南総合病院
22 年 4 月採用職員

■募集職種・人数

　看護職　　20 名程度

　薬剤師　　若干名

　事務職員　若干名

■受付期間

　８月 20 日（木）まで

※受験資格、試験日などくわし

くはお問い合わせください。

問昭和伊南総合病院

　　　　　　☎８２－２１２１

負担額分をお支払いただきます

が、後日、その金額から受給者

負担金を差し引いた額が指定の

口座に振り込まれます。

■受給者負担金

　今年 10 月診療分から１医療

機関ごとに１ヶ月あたり 500

円となります（現行 300 円）。

　福祉医療費の急激な増加など

に対応し、この制度を持続可能

なものとするための引き上げと

なります。みなさまのご理解と

ご協力をお願いします。

問住民福祉課 住民生活係

　　　　　　☎８５－５８６１
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い
ま
す
の
で
、
こ
の
12
か
条
を
し
っ
か
り
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

《
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
か
条
》

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る

　

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
た
、
い
ろ

　

ど
り
豊
か
な
食
卓
に
す
る
。

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

　

１
日
30
食
品
を
目
標
に
し
て
、
好
き
な
物

　

ば
か
り
繰
り
返
し
食
べ
な
い
。

③
過
食
を
避
け
、
脂
肪
は
控
え
め
に

  

夏
の
行
事 

そ
う
め
ん
流
し

　

7
月
6
日(

月
）　

毎
年
恒
例
の
そ

う
め
ん
流
し
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

雨
の
降
り
そ
う
な
天
気
だ
っ
た
の
で
、

屋
根
の
あ
る
玄
関
前
の
て
す
り
に
竹
を

セ
ッ
ト
し
て
行
い
ま
し
た
。
小
さ
な
子

供
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
30
数
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
さ
ら
さ
ら

流
れ
る
そ
う
め
ん
を
器
用
に
す
く
っ

て
、
食
べ
て
い
ま
し
た
。
竹
は
、
中
越

の
久
保
田
さ
ん
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

康
福 祉
健

住民福祉課 保健福祉係

 高齢者の教室　　　  会場：老人福祉センター

 介護者の会

　高齢者元気サロン
    ８月 18 日（火）9:30 ～
    ８月 25 日（火）9:30 ～
    ９月  ８日（火）9:30 ～
　高齢者転倒予防教室
   ８月 21 日（金）9:30 ～
   ９月  4 日（金）9:30 ～

  家族介護者リフレッシュの会　　会場：老人福祉センター

　８月 27 日（木）・９月３日（木）９:45 ～
  認知症家族会　　　　　　　　　会場：老人福祉センター

　９月 10 日（木）9:30 ～　※認知症介護のことを語りましょう

☎85-2922
な ご み 家

な
ご
み
家
だ
よ
り

な
ご
み
家
だ
よ
り

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

開館 月～土曜
午前9時～
午後５時

  高齢者閉じこもり予防教室

   ８月 19 日（水） 9:30 ～
   ９月   2 日（水） 9:30 ～
   ９月  9 日（水）9:30 ～

  介護相談日 　　会場：老人福祉センター

　８月 24 日（月）9:30 ～ 12:00
　９月 14 日（月）9:30 ～ 12:00

生
活
習
慣
で
が
ん
の
原
因
を
遠
ざ
け
る

　

が
ん
の
予
防
対
策
に
は
、
が
ん
の
発
生
を

防
ぐ
「
第
一
次
予
防
」
と
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
「
第
二
次
予
防
」
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
次
予
防
は
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
か

ら
が
ん
の
原
因
と
な
る
も
の
を
遠
ざ
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
提
唱
す
る
「
が
ん

予
防
12
か
条
」
は
、
が
ん
予
防
の
た
め
の
指

針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
注
意
で
、

が
ん
の
発
生
は
か
な
り
防
げ
る
と
言
わ
れ
て

座光寺内科医院（内小）   駒：83-3222

東伊那すこやかクリニック（内小） 駒：83-4024

まつむら小児科医院（小） 駒：81-4700

山村眼科整形外科（整） 駒：82-6611

やまおか耳鼻咽喉科医院（耳） 駒：82-4133

高山内科クリニック（内循） 駒：82-6690

まえやま内科胃腸科クリニック（内胃小） 駒：82-8614

 8/15

 8/16

 8/23

 8/30

 9/ 6

 9/13

緊急当番医    
宮＝宮田村　駒＝駒ヶ根市

保健ごよみ  8/16 ～ 9/15

■母と子　相談・健診など

４ヶ月児健診　 9/2（水）午後 12:15

対象：H21 年 5 月生まれ

10 ヶ月児健診　9/2（水）午後 12:30

対象：H20 年 11 月生まれ

１歳児健診　　 9/1（火）午前 9:15

対象：H20 年 7・8 月生まれ

１歳半健診　　 9/2（水）午後 1:30

対象：H20 年 3 月生まれ

３歳児健診　　 9/4（金）午後 12:30

対象：H18 年 6 月 11 日～ 8 月生まれ

７ヶ月児育児相談　8/18（火）午前 9:15

対象：H21 年 1 月生まれ

相談日（子育て・離乳食・ママの部屋） 

　　   8/25（火）午前 9:00

　　   9/ 8（火）午前 9:00　※母乳相談なし

対象：どなたでも （母乳・子育ては要予約）

うぶ声講座　　　　8/18（火）午前 9:30

ぴかぴかセミナー　8/19（水）午後 9:30

　　　　　　　　　9/15（火）午前 9:15

対象：事前の申込み者のみ

■予防接種

麻疹・風疹混合

 8/25（火）午後 12:45  対象：中央・西保育園該当児

 9/10（木）午後 12:45  対象：東保育園該当児

三種混合 9/15（火）午後 12:45 対象：該当児

BCG       9/15（火）午後 1:20 対象：該当児

■成人　相談・健診など

健康相談日   8/25（火）   9/ 8（火）  午前 9:00

婦人健診（子宮のみ）　8/28（金）午後 12:50

マンモグラフィー　 8/31（月）指定された時間

※指定のあるものを除き、会場はすべて　  

　老人福祉センターです。

  

が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
！

Health ＆Welfare
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「
長
生
き
の
秘
訣
は
腹
八
分
目
」
が
ん
に

　

つ
い
て
も
同
様
で
す
。

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　

過
度
の
飲
酒
は
肝
臓
、
口
腔
、
喉
頭
、
食

　

道
等
の
が
ん
に
関
係
が
あ
る
。

⑤
タ
バ
コ
は
な
る
べ
く
や
め
る

　

特
に
、
新
し
く
吸
い
は
じ
め
な
い
よ
う
に

　

す
る
。

⑥
体
を
清
潔
に
保
つ

⑦
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

⑧
食
べ
物
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維

　  

　
質
の
も
の
を
多
く
と
る

　

緑
黄
色
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
る
。

⑨
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱
い
も
の

　  

　
は
冷
ま
し
て
か
ら
食
べ
る

　

食
塩
摂
取
量
は
１
日
10
グ
ラ
ム
以
下
に
。

⑩
こ
げ
た
部
分
は
避
け
る

　

あ
ま
り
神
経
質
に
な
る
必
要
は
な
い
が
、 

　

日
本
の
３
大
死
因
は
が
ん
・
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
で
す
。
中
で

も
が
ん
に
よ
る
死
亡
は
、
全
死
亡
数
の
う
ち
の
約
30
％
を
占
め
て
い

て
、
が
ん
で
亡
く
な
る
方
が
と
て
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
げ
た
部
分
は
大
量
に
食
べ
な
い
。

⑪
か
び
の
生
え
た
も
の
に
は
注
意
す
る

⑫
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

　

い
い
汗
を
流
し
て
、
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
の

　

解
消
を
図
る
。

定
期
的
な
健
康
診
断
を

　

が
ん
の
初
期
に
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
加
え
、体
に
は
「
沈

黙
の
臓
器
」
と
呼
ば
れ
る
部
位
が
あ
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
。
肝
臓
や
膵
臓
、
卵
巣
は
痛

み
を
感
じ
る
こ
と
な
く
病
気
が
進
行
す
る
こ

と
で
有
名
で
す
。
痛
み
を
感
じ
た
時
に
は
か

な
り
病
気
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
、
定
期

的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

  

『
さ
く
ら
』 

    

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
大
会
に
参
加

　

7
月
14
日(

火
）
な
ご
み
家
を
拠
点
と
し

て
活
動
し
て
い
る
、
心
を
支
え
る
仲
間
作
り

の
会
さ
く
ら
が
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
精
神
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
南
信
地
区
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
今
年
で
3
回
目
の
参
加
で
す
。

今
年
こ
そ
は
と
、
念
願
の
1
勝
を
め
ざ
し
ま

し
た
が
、
善
戦
む
な
し
く
残
念
な
結
果
で
し

た
。
練
習
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

来
年
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
協
力
お
ね
が
い
し
ま
す
。  

　

 　
　

● 

お
知
ら
せ 

● 

　

辰
野
恒
雄
先
生
の

　
　
　
　

子
育
て
マ
マ
サ
ロ
ン 

日
時　

８
月
17
日(

月
）　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

経
験
豊
か
な
先
生
の
お
話
を
お
聞
き

し
た
り
、
子
育
て
の
仲
間
作
り
に
来
ま

せ
ん
か
。

　

上
伊
那
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

「
き
ら
り
あ
」
の
相
談
日

日
時　

９
月
14
日
（
月
）
午
後
3
時

　

「
き
ら
り
あ
」
か
ら
相
談
員
さ
ん
が

来
ま
す
。
お
話
し
に
き
ま
せ
ん
か
。

　

陶
芸
の
日

日
時　

９
月
11
日
（
金
）
午
後
1
時
～

10
月
12
日
（
月
）
第
６
回
利
用
者
作
品

展
と
お
た
の
し
み
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
絵
画
、
手
工
芸
品
な
ど

の
展
示
品
と
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
て

下
さ
る
方
は
、
な
ご
み
家
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

●   

傘 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か 

  

● 

●

　

最
近
の
天
気
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、

傘
の
忘
れ
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
お
心
あ
た
り
の
方
は
連
絡
く
だ
さ

い
。
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好きな教科は数学と英語。たまに
は他のスポーツもいいなぁと思う
けれど今はやっぱり水泳ですね。

友好提携 10 周年を記念して両市村議会がふれあい

広場に記念植樹をしました。（12 ㌻議会だより）

大
　 田原市・宮田村議会記念植樹  7 月 16 日

きく 太く 広がるように

むらの話題と出来事

Interview

TOPICS  むらの話題と出来事

競
泳
50
㍍
自
由
形

宮田中 水泳部（３年）

松田 優太 さん

　

競
技
を
始
め
た
の
は
小
４
の
時
で
し
た

が
、
プ
ー
ル
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

保
育
園
。
そ
ん
な
に
速
く
は
な
か
っ
た
で

す
け
ど
ね
。
ひ
と
と
お
り
の
種
目
を
泳
ぐ

こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
一
番

速
い
自
由
形
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
ね
。

　

今
は
水
泳
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
全
国

大
会
が
終
わ
れ
ば
と
り
あ
え
ず
は
ひ
と
段

落
す
る
の
で
、
そ
し
た
ら
勉
強
も
し
な
い

と
な
ぁ
…
。
で
も
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
競

泳
は
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
８
月
21
日
か
ら
福
岡
市
で
行
な
わ
れ
る
全
国
中
学
校
競
泳
大
会
に

出
場
す
る
松
田
優
太
さ
ん
（
宮
田
中
３
年
・
町
３
区
）。
県
大
会
を

１
位
で
通
過
し
て
臨
む
全
国
大
会
を
前
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

全
国
と
い
う
レ
ベ
ル
の
大
会
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
ま
だ
ま
だ

全
国
で
勝
負
す
る
に
は
力
の
差
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ

の
レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
て
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
短
い
距

離
な
の
で
最
後
ま
で
全
力
で
泳
ぎ
き
っ
て
き
ま
す
。
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梅舞会 YOSAKOI ソーランと花火の競演

初夏のイベントとしてすっかり定着した演奏会。お馴染みに

なった最後の曲では会場いっぱいの手拍子で盛り上がりました。

素
　 アンサンブル信州 in 宮田 第７回定期演奏会　7 月 3 日

晴らしい音楽を 子どもたちに

小型ポンプ車操法の部に出場した第２分団第１部が４位に入

賞。約３ヶ月に渡る今年の“夏の陣”が終了しました。

技
　　   上伊那ポンプ操法・ラッパ吹奏大会  7 月 19 日

とチームワークを磨いた３ヶ月

講演会や小学生による作文発表、大会宣言などを通じ

て、交通安全への意識を高めました。

安
　　　　　 宮田村交通安全大会　7 月 25 日

全で事故のない宮田村に

この日は中京方面などから約 900 人が宮田村を訪れまし

た。愛知県から来た親子連れは「今回で４回目のオーナー。

秋の収穫をとっても楽しみにしています」と、かわいいイ

ラストを描いた札を吊るしていました。

真
　       　　　　りんごオーナー契約会  7 月 26 日

っ赤なりんご 楽しみです

祇園祭 宵祭　７月 18 日

オープニングで踊る 県警カラーガード隊

長
野
県
１
位
で
全
国
に
出
場
！
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信州みやだワイン

 ワインセミナー

          栽培実習

　

昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

『
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
』（
村
公
民
館
・

産
業
建
設
課
共
催
）。
今
年
は
、

昨
年
度
受
講
し
た
人
は
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
コ
ー
ス
、
初
心
者
は
ベ
ー

シ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
講
座
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
７
月
25
日
に
は
2
コ
ー
ス
合

同
で
、
ぶ
ど
う
の
手
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
曇
り
で
し
た
が
、

受
講
生
は
真
剣
に
手
入
れ
を
し
ま

し
た
。

　

夏
場
の
ぶ
ど
う
の
木
の
管
理

は
、
新
し
く
伸
び
て
い
る
枝
を
ワ

イ
ヤ
ー
最
上
部
の
上
、
20
～
30
セ

ン
チ
で
摘
み
取
る
作
業
と
、
元
の

木
か
ら
出
て
い
る
横
芽
を
欠
い

て
、
風
通
し
を
良
く
す
る
と
と
も

に
、
風
な
ど
に
よ
り
枝
が
折
れ
た

り
果
実
が
傷
ん
だ
り
す
る
の
を
防

ぐ
た
め
残
し
た
枝
を
、
バ
ン
ド
で

ワ
イ
ヤ
ー
に
止
め
る
作
業
で
す
。

　

参
加
者
は
、
自
分
が
手
入
れ
し

た
木
の
果
実
が
ど
う
な
る
の
か
心

配
の
よ
う
で
、
真
剣
に
手
入
れ
を

行
い
な
が
ら
「
秋
が
楽
し
み
ね
」

「
良
い
ぶ
ど
う
が
取
れ
ま
す
よ
う

に
」
と
言
っ
て
秋
の
実
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

⑭ 信州環境フェア 2009

Ecology

シリーズ 環境問題
　持続可能な社会の実現に向けて、県民・NPO・事業者・行政がお互いに理解と協力をし

ながら、環境に配慮したライフスタイルを確立していこうと「信州環境フェア２００９」が

長野市のビックハットで開催されます。

　このフェアには「STOP 温暖化！～未来へつなげ地球の命～」をテーマに日ごろ環境に関

する様々な活動をしている企業・団体が出展することとなっています。様々な体験などを通

して、楽しみながら環境問題への関心や理解を深められる催しもたくさん行われます。お子

さんから大人の方まで多くの方々に来場していただき、このフェアをきっかけにより具体的

な行動へつなげていただきたいと思います。

　■日　時　　８月 22 日（土）10:00 ～ 17:00

　　　　　　　８月 23 日（日）10:00 ～ 16:00

　■会　場　　長野市ビッグハット

　■入場料　　無料

　■主な催し物

　・動物ふれあい教室　・環境ブックフェア

　・木工教室　・おもちゃの病院ながの

　・環境にやさしい乗り物コーナー

　◆ 22 日（土）

　・自然環境研究発表会　・パネルディスカッション

　◆ 23 日（日）

　・「ワンワンとあそぼう IN 信州環境フェア」

　・「つみきのいえ」上映会

　・なおやマンによるサイエンスショー

　問信州環境フェア実行委員会事務局　☎０２６-２３６-３３５５

農  業
Agriculture

年代 町区 北割区 南割区 新田区 大田切区 大久保区 中越区 全体

20 代 0  ( 0%) 0  ( 0%) 1  ( 1%) 0  ( 0%) 0  ( 0%) 1  ( 2%) 0  ( 0%) 2

30 代 4  ( 2%) 5  ( 5%) 1  ( 1%) 0  ( 0%) 3  ( 4%) 2  ( 3%) 1  ( 2%) 16

40 代 15  ( 7%) 6  ( 6%) 10 ( 9%) 6  ( 7%) 9  (11%) 7  (11%) 8  (13%) 61

50 代 40  (19%) 20 (21%) 29 (25%) 19 (23%) 17 (21%) 7  (11%) 14 (22%) 146

60 代 57 (27%) 23 (24%) 30 (26%) 21 (26%) 22 (27%) 25 (41%) 23 (36%) 201

70 代 66 (31%) 28 (29%) 27 (23%) 30 (37%) 18 (22%) 11 (18%) 11 (17%) 191

80 代 24 (11%) 12 (12%) 14 (12%) 6  ( 7%) 11 (13%) 6  (10%) 6  ( 9%) 79

90 代 5  ( 2%) 3  ( 3%) 3  ( 3%) 0  ( 0%) 2  ( 2%) 2  ( 3%) 1  ( 2%) 16

合計 211 人 97 人 115 人 82 人 82 人 61 人 64 人 712 人

平均年齢 67 歳 65 歳 65 歳 66 歳 65 歳 64 歳 63 歳 65 歳

数字でみる村の農業の現状

宮田村で
農業をしている人の平均年齢は
　　　　　　　   … 65歳

●  平成 21 年度の年代別農業経営者数  ●

年代の割合

※ 村に届出されている農業経営者のデータによるもので、自作・受託・貸付を含む。また村外在住者・団体・法人は含まない。

20-30 代  2%

40 代  9%

50 代  21%

60 代  28%

70 代  27%

80 代以上  13%

国  保
insurance

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

国民健康保険

75歳になる月

後期高齢者医療

75
歳
の
誕
生
日

 自己負担限度額
        22,200 円

 自己負担限度額
        22,200 円

①

②

①の期間に自己負担限度額を
超える医療費の支払いがあっ
た場合に高額療養費特別支給
金が支給されます。
②の期間分は後期高齢者医療
広域連合からお知らせが送付
される予定です。

問住民福祉課 住民生活係 ☎８５－５８６１

平成 20 年４月から 12 月に 75 歳になられた方に
 高額療養費特別支給金が支給される場合があります

　月の途中で 75 歳になり、後期高齢者医療制度へ移った月の自

己負担限度額が平成 21 年１月から通常の２分の１となり、負担

が軽減されました。今回、平成 20 年４月から 12 月までの間に

75 歳になられた方についても、お支払いいただいた医療費が限

度額を超えている場合に「高額療養費特別支給金」を支給し、同

じように負担が軽減されることになりました。

　対象となる方には９月以降に通知をお送りしますが、該当にな

ると思われる方は役場住民福祉課住民生活係までお問い合わせく

ださい。

〈例〉
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友
好
提
携
10
周
年
記
念
登
山

　
　

 

駒
ヶ
岳
…
へ

　

友
好
提
携
10
周
年
記
念
2
日
目
、

田
原
市
議
会
の
皆
さ
ん
と
村
が
誇
る

貴
重
な
観
光
資
源
、
駒
ヶ
岳
山
頂
を

目
指
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

　

朝
7
時
半
に
観
光
ホ
テ
ル
を
出
発

し
て
、
し
ら
び
平
駅
か
ら
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
に
て
千
畳
敷
を
経
て
山
頂
を

目
指
す
予
定
で
し
た
が
、、、
雨
に
加

え
遠
く
で
雷
も
聞
こ
え
る
空
模
様

に
、
観
光
ホ
テ
ル
で
し
ば
ら
く
足
止

め
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
気
予
報
で
も
好
転
す
る
予
報
は

な
く
、
「
こ
の
天
気
で
は
頂
上
を
目

指
す
こ
と
は
不
可
能
。
一
番
の
売
り

で
あ
る
景
観
も
視
界
不
良
で
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
駒
ケ

岳
登
山
は
中
止
・
・
・
。」
ま
た
「
確

実
に
雨
に
濡
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
お

客
様
に
対
し
て
申
し
訳
な
い
。」
と

地
元
で
あ
る
我
々
宮
田
村
議
会
議
員

の
多
く
は
そ
う
思
い
始
め
ま
し
た
。

　

が
、
そ
れ
で
も
田
原
市
議
会
の
皆

さ
ん
か
ら
は
「
せ
っ
か
く
宮
田
村
ま

で
来
た
の
だ
か
ら
、行
っ
て
み
た
い
。

編集
議会だより
編集委員会

☎85-3181
（議会事務局）

議
会
だ
よ
り

　

『
山
と
海
豊
か
な
自
然
に
恵

　
ま
れ
た
宮
田
村
と
田
原
町
は

　
住
民
相
互
の
交
流
を
通
じ
て

　
友
好
親
善
を
深
め
両
町
村
の

　
末
永
い
交
流
と
一
層
の
繁
栄

　
を
願
い
友
好
都
市
と
し
て
提

　
携
す
る
こ
と
を
協
約
す
る
』

　
　
　
　
　
　
　
―
提
携
文
―

　

１
９
９
９
年
11
月
９
日
、
田

原
町
（
現
在
は
合
併
を
し
て
田

原
市
）
文
化
会
館
に
お
い
て
、

矢
田
義
太
郎
宮
田
村
長
、
白
井

孝
市
田
原
町
長
が
友
好
都
市
提

携
書
に
調
印
、
そ
し
て
町
旗
、

村
旗
の
交
換
、
記
念
品
の
交
換

（
田
原
町
か
ら
は
同
町
の
先
覚

者
渡
辺
崋
山
の
複
製
画
、
村
で

は
唐
木
順
三
の
詩
句
額
）
、
記

念
樹
の
交
換
、
田
原
小
学
校
合

唱
部
が
宮
田
村
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
「
心
を
こ
め
て
い
つ
ま
で
も
」

を
歌
い
、
交
流
が
始
ま
っ
て
か

ら
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

友
好
提
携
は
、
１
９
８
０
年
か
ら

続
く
宮
田
村
南
割
の
育
成
会
と
田
原

町
（
市
）
吉
胡
子
供
会
の
交
流
が
発

端
と
な
り
、
り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー
を
含

め
各
分
野
で
交
流
機
運
が
深
ま
っ
て

き
た
中
で
末
永
い
交
流
、
長
期
展
望

に
た
っ
た
住
民
主
体
の
交
流
を
約
束

し
あ
う
も
の
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

10
周
年
を
迎
え
た
今
、
り
ん
ご

　

７
月
16
、
17
日
の
両
日
、
田
原
市
、

宮
田
村
友
好
提
携
10
周
年
記
念
事
業

で
、
田
原
市
議
会
、
宮
田
村
議
会
と

が
交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

事
業
の
一
環
と
し
て
、
分
科
会
に
よ

る
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
２

つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち
「
福
祉
」
に
つ

い
て
の
報
告
を
致
し
ま
す
。

　

福
祉
の
分
科
会
で
は
、
「
高
齢
化

へ
の
対
応
」、
「
子
育
て
支
援
」、
「
晩

婚
、
非
婚
化
へ
の
対
応
」
の
３
つ
の

テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
は
、
は

じ
め
に
田
原
市
、
宮
田
村
の
現
状
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に

友
好
提
携
10
周
年

   

両
市
村
議
会
で
記
念
事
業

 

10
周
年
記
念
交
流
事
業

　   

意
見
交
換
会

 

分
科
会
①  

テ
ー
マ

「
福
祉
」

対
し
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

「
高
齢
化
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て

は
、
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高

齢
化
率
が
両
市
村
と
も
増
加
し
て
い

る
。
出
生
率
と
も
関
係
し
て
い
る
が

田
原
市
で
は
21
・
15
％
、
宮
田
村
で

は
23
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
田
原
市

の
場
合
、
旧
田
原
町
は
別
と
し
て
、

合
併
し
た
他
町
の
高
齢
化
率
が
今
後

の
問
題
に
な
る
と
の
事
で
し
た
。
今

後
老
人
福
祉
施
設
の
充
実
が
両
市
村

で
も
課
題
に
な
り
ま
す
。

　

「
子
育
て
支
援
」
に
つ
い
て
は
、

田
原
市
で
は
、
保
育
園
に
つ
い
て
合

併
に
伴
な
い
保
育
園
の
統
合
が
進
ん

で
い
る
。
最
初
は
市
民
の
間
で
も
、

反
対
意
見
が
多
か
っ
た
が
、
時
が
た

つ
に
従
い
反
対
意
見
も
少
な
く
な
っ

た
。
「
時
が
解
決
し
て
く
れ
た
」
と

の
意
見
で
し
た
。
宮
田
村
に
お
い
て

も
、
保
育
園
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

が
、
３
園
制
を
含
め
議
論
さ
れ
て
い

る
が
、
お
互
い
共
通
の
課
題
と
受
け

止
め
た
。
宮
田
村
に
お
け
る
「
こ
ど

も
室
」
に
つ
い
て
も
説
明
し
、
「
ワ

ン
カ
ル
テ
」
に
よ
る
子
育
て
に
つ
い

て
、
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

「
晩
婚
・
非
婚
化
へ
の
対
応
」
で

は
、
両
市
村
と
も
深
刻
な
問
題
と
し

て
と
ら
え
、
晩
婚
化
は
少
子
化
へ
と

関
連
し
て
、
人
口
減
少
と
い
う
大
き

な
問
題
に
と
発
展
し
て
い
く
。
非
婚

化
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
は
も
ち
ろ

議会だより　平成 21 年度 第 1 号

オ
ー
ナ
ー
で
の
来
村
、
こ
ま
ゆ
き
荘

感
謝
祭
、
ワ
イ
ン
祭
り
に
は
田
原
の

特
産
品
販
売
に
も
来
て
い
ま
す
。
宮

田
村
か
ら
も
春
の
農
業
祭
、
秋
は
田

原
市
民
ま
つ
り
に
村
の
特
産
品
販
売

や
宮
田
太
鼓
で
参
加
す
る
な
ど
交
流

が
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

南
割
区
と
吉
胡
地
区
の
交
流
会
も

昨
年
１
月
に
宮
田
村
で
の
山
の
交
換

会
、
７
月
に
田
原
市
で
海
の
交
換
会

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
16
日
の
10
周
年
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
は
、
宮
田
村
役
場
に
お
い
て
松

田
英
俊
宮
田
村
議
会
議
長
、
清
水
靖

夫
宮
田
村
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

両
議
会
議
員
の
自
己
紹
介
の
あ
と
、

ふ
れ
あ
い
広
場
に
移
動
し
、
田
原
市

議
会
か
ら
贈
り
物
の
「
桂
」
の
木
を

記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

　

「
桂
」
の
木
は
こ
の
近
辺
に
も
あ

り
ま
す
が
日
本
各
地
の
山
地
に
生
え

る
落
葉
樹
大
高
木
で
葉
は
明
る
い
緑

色
で
庭
木
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
説
に
「
桂
」
の
木
を
植
え
た
と

せ
め
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
千
畳
敷
ま

で
行
き
た
い
。
」
と
い
う
声
が
多
く
、

訪
問
者
が
考
え
る
山
『
駒
ヶ
岳
』
の

観
光
力
を
改
め
て
感
じ
る
想
い
が
し

ま
し
た
。

　

天
候
の
回
復
こ
そ
見
込
め
ま
せ
ん

で
し
た
が
雷
が
や
み
ま
し
た
の
で
、

田
原
市
議
会
の
皆
さ
ん
の
意
向
に
沿

う
形
で
千
畳
敷
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
間
（
午
前
10
時
頃
）
し
ら

び
平
の
駅
か
ら
の
20
分
に
一
本
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
、
毎
回
ほ
ぼ
満
員

（
定
員
60
名
）
で
し
た
。
（
ツ
ア
ー
の

お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。）

平
日
の
こ
ん
な
天
気
に
、
こ
れ
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る

こ
と
に
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

　

想
像
通
り
で
し
た
が
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
の
窓
か
ら
は
、
雲
や
ガ
ス
で

遠
望
ど
こ
ろ
か
近
い
と
こ
ろ
も
見
え

な
い
ほ
ど
の
視
界
不
良
で
、
到
着
駅

で
あ
る
千
畳
敷
駅
周
辺
も
同
様
で
し

た
。

　

し
か
し
、雲
の
流
れ
が
速
い
こ
と
・

風
が
強
い
こ
と
が
幸
い
し
、
ご
く
僅

か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
雲

や
霧
の
切
れ
間
に
駅
か
ら
千
畳
敷
を

臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
か
な
り

の
残
雪
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

「
ま
だ
こ
ん
な
に
雪
が
残
っ
て
い
る

の
か
！
」
「
や
は
り
３
千
メ
ー
ト
ル

級
は
違
う
！
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

風
雨
の
中
、
実
際
そ
の
残
雪
ま
で

歩
い
た
方
も
か
な
り
い
ま
し
た
。
ま

た
、
千
畳
敷
駅
周
辺
に
ひ
っ
そ
り
と

群
生
す
る
ク
ロ
ユ
リ
（
高
山
植
物
）

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

千
畳
敷
か
ら
山
頂
を
目
指
す
こ
と

も
高
山
の
絶
景
を
見
て
頂
く
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ
か
ま

た
晴
れ
た
日
に
来
村
し
て
、
是
非
、

高
山
の
絶
景
を
見
て
頂
き
た
い
・
・
・

強
く
思
い
ま
し
た
。

　

我
々
地
元
の
者
も
、
地
元
の
観
光

資
源
を
も
う
一
度
見
直
し
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
（
お
も
て
な
し
の
心
）
を

も
っ
て
、
ま
た
観
光
客
が
望
む
こ
と

を
的
確
に
捉
え
、
訪
問
者
に
も
う
一

度
来
た
い
と
思
わ
れ
る
環
境
づ
く
り

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、、、
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。（

清
水
正
康
）

田原市
宮田村

 

分
科
会
② 

テ
ー
マ

「
産
業
観
光
」

こ
ろ
根
本
か
ら
泉
の
よ
う
に
水
が
湧

き
出
し
、
夏
の
日
照
り
に
も
水
は
か

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
い
う
お

話
も
あ
り
ま
す
。

　

記
念
植
樹
で
両
市
村
の
議
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
「
こ
の
木
が
太
く
大
き

く
伸
び
る
よ
う
に
交
流
が
広
が
る
こ

と
」、
「
水
を
大
切
に
し
、
農
業
を
は

じ
め
両
市
村
の
産
業
が
発
展
す
る
よ

う
に
」
な
ど
祈
念
、
全
員
で
の
写
真

撮
影
と
な
り
ま
し
た
。（

小
田
切
敏
明
）

ん
で
あ
る
が
「
家
」
が
途
絶
え
て
し

ま
う
と
い
う
深
刻
な
問
題
と
捉
え
て

い
る
。

　

お
互
い
今
回
の
交
流
を
ひ
と
つ
の

機
会
と
し
て
、
田
原
市
、
宮
田
村
間

で
、
若
者
の
出
会
う
機
会
を
作
り
た

い
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
今

後
の
真
剣
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
時
間
が
少
な
く
充

分
な
意
見
交
換
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
お
互
い
共
通
の
悩
み
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、
有
意
義
な
意
見
交

換
会
が
出
来
ま
し
た
。
（
田
中
一
男
）

テ
ー
マ
を
設
け
、
観
光
進
行
は
清
水

議
員
が
、
遊
休
農
地
対
策
は
牧
田
副

議
長
が
、
産
業
振
興
は
久
保
田
議
員

が
、
地
域
間
特
産
品
の
橋
渡
し
は
宮

井
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
宮
田
村
の
取
組

を
意
見
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
田
原
市
側
か
ら
は
、
市
の
特

産
品
で
あ
る
菜
の
花
を
利
用
し
た

『
菜
の
花
祭
り
』
に
関
す
る
事
、
丼

に
よ
り
観
光
客
を
も
て
な
す
『
ど
ん

ぶ
り
街
道
事
業
』
の
事
、
港
を
活
性

化
す
る
『
港
湾
振
興
交
付
金
』
の
利

用
に
関
す
る
こ
と
等
の
説
明
を
受

け
、
中
で
も
年
間
に
訪
れ
る
観
光
客

が
３
０
０
万
人
前
後
で
あ
る
と
い
う

話
に
は
規
模
の
違
い
を
感
じ
、
た
だ

た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　

時
に
は
厳
し
く
、
ま
た
時
に
は
笑

い
を
交
え
た
分
科
会
は
約
90
分
に
渡

り
議
論
し
、
終
了
後
に
は
委
員
長
よ

り
ま
と
め
と
し
て
内
容
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
分
科
会
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
は
そ
の
地
域
の
特
性
、

ま
た
多
く
の
特
徴
が
あ
り
、
今
後
は

友
好
都
市
と
い
う
関
係
を
活
か
し
、

よ
り
多
く
の
情
報
交
換
の
機
会
を
設

け
、
そ
の
中
で
議
会
、
行
政
及
び
住

民
が
協
働
で
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
取

り
入
れ
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
終
了
後
に
は
、
会
場
を

宮
田
観
光
ホ
テ
ル
に
移
し
交
流
懇
談

　

平
成
11
年
に
愛
知
県
の
田
原
市
と

の
友
好
都
市
提
携
に
調
印
し
て
か
ら

早
い
も
の
で
10
年
が
経
過
し
、
さ
る

７
月
16
日
、
17
日
の
両
日
に
10
年
の

節
目
を
記
念
し
両
議
会
の
交
流
会
が

行
わ
れ
、
行
事
の
一
環
と
し
て
意
見

交
換
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

意
見
交
換
会
は
両
議
会
の
松
見
、
小

田
切
両
議
会
運
営
委
員
長
の
司
会
の

も
と
に
『
産
業
観
光
』
と
『
福
祉
』

の
２
つ
の
分
科
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ

れ
自
由
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
文
教
委
員
会
は
『
産
業
観
光
』

の
分
科
会
に
所
属
し
こ
の
分
科
会
に

臨
み
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
①
観
光
振
興
策
、
②
遊

休
農
地
対
策
、
③
産
業
振
興
、
④
地

域
間
特
産
品
の
橋
渡
し
の
４
つ
の

 桂の木を囲んで両市村議員が記念撮影

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
分
科

会
に
続
き
ま
た
ま
た
熱
い
議
論
が
交

わ
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
村
の
将
来

の
地
域
づ
く
り
に
夢
を
は
せ
な
が
ら

交
流
会
の
初
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

（
加
藤
恭
一
）

 ロープウェイしらび平駅にて
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更
な
る
事
業
の
推
進
を
め
ざ
し
て

　

         

企
業
人
権
推
進
協
議
会

　

新
田
分
館
行
事
を
紹
介
し
ま

す
。
新
田
分
館
は
現
在
１
８
２
戸

の
区
で
あ
り
ま
す
。
最
近
新
し
く

区
民
に
な
っ
た
方
も
多
く
、
区
民

の
親
睦
を
図
ろ
う
と
各
行
事
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
桜
の
花

咲
く
４
月
の
敬
老
会
で
す
。
今
年

度
は
男
女
合
わ
せ
68
名
の
方
が
出

席
し
て
下
さ
り
、
余
興
等
観
な
が

ら
盃
を
交
わ
し
合
い
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
月
に
は
田
植
え
等
で
疲
れ
た
腰

を
伸
ば
す
べ
く
、
白
球
を
追
っ
て

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。（
今
年
は

残
念
な
が
ら
途
中
か
ら
雨
と
な

り
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
勝
負
に
な
り
ま

し
た
。
）
７
月
に
入
り
男
女
混
合

の
班
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
す
。
各
班
の
プ
レ
ー
と
応
援
で

体
育
館
は
一
杯
で
し
た
。
後
の
慰

労
会
が
楽
し
み
で
、
皆
の
ど
を
鳴

ら
し
て
体
育
館
を
後
に
し
ま
し

た
。
８
月
14
日
に
は
何
十
年
か
続

い
て
い
る
恒
例
の
盆
踊
り
大
会
で

す
。
久
し
振
り
に
会
う
帰
省
客
達

と
飲
ん
で
踊
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
９
月
は
３

年
位
前
か
ら
始
め
た
班
対
抗
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
で
す
が
、
今

年
は
村
民
運
動
会
が
あ
る
の
で
中

止
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
年
４
回

新
田
区
公
民
館
だ
よ
り
を
発
行

し
、
分
館
活
動
を
区
民
の
皆
さ
ん

に
報
告
し
て
い
ま
す
。

次
回
＝
大
田
切
分
館

分館めぐり

（3）

　

一
番
果
熟
れ
て
匂
へ
ば
先
ず
猫
が
味
見
し
て
あ
り
畠
の
メ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

鎮
子（
新
田
）

　

苦
手
な
る
天
龍
檜
葉
も
刈
り
終
へ
ぬ
我
流
な
れ
ど
も
夫
よ
見
て
欲
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
千
穂
子（
新
田
）

　

妻
と
汲
む
新
茶
の
色
や
春
深
し　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
達
（
北
割
）

　

若
葉
冷
え
あ
げ
た
炬
燵
に
火
を
入
れ
る　
　
　
　
　

伊
藤
き
よ
み（
北
割
）

　

郭
公
の
声
聞
く
時
ぞ
農の

う
じ
れ
き

事
暦　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
日
甲
子
雄（
北
割
）

　

新
緑
の
路
傍
に
並
ぶ
句
碑
数あ

ま

た多　
　
　
　
　
　
　
　

春
日　

好
章（
北
割
）

　

春
雷
や
棚
の
こ
け
し
の
無
表
情　
　
　
　
　
　
　
　

若
山　

芳
子（
新
田
）

　

病
む
友
は
孤
独
と
な
り
て
著し

ゃ

が莪
の
花　
　
　
　
　
　

新
井
い
さ
子（
町
一
）

新
田
分
館

分
館
長 

　
平
澤
彦
蔵

　

こ
の
ほ
ど
、
お
や
じ
塾(

加
藤
勝

美
会
長
、
20
人)

と
お
や
じ
倶
楽
部

（
小
林
強
会
長
、
15
人
）
は
、
初
め

て
の
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。
公
民

館
に
集
う
男
性
主
体
の
活
動
が
少
な

い
中
、多
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
楽
し
い
交
流
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲楽しいマレットゴルフ交流会 ▲企業人権についての意見交換

岩盤崩落跡

　

７
月
２
日
午
後
、
村
長
・
議
長
・

産
業
文
教
委
員
・
所
管
課
で
こ
れ
か

ら
本
格
化
を
迎
え
る
登
山
道
等
の
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

林
道
寺
沢
線
、
宮
田
高
原
キ
ャ
ン

プ
場
か
ら
牧
道
、
黒
川
林
道
か
ら
黒

川
渓
谷
周
辺
の
状
況
、
伊
勢
滝
付
近

の
観
光
資
源
や
新
し
く
な
っ
た
避
難

小
屋
の
現
状
に
つ
い
て
現
地
へ
行
っ

て
視
察
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
宮
田
高
原
ま
で
の
林
道

の
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
関
係
で

ま
ず
は
伊
勢
滝
周
辺
へ
行
っ
て
、
昨

年
建
替
え
ら
れ
た
伊
勢
滝
避
難
小
屋

か
ら
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
周
辺
の

景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
調

の
避
難
小
屋
で
、
薪
ス
ト
ー
ブ
も
置

か
れ
て
お
り
、
冬
の
寒
さ
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小

屋
の
中
の
入
り
口
近
く
に
は
ノ
ー
ト

が
置
か
れ
て
い
て
、
利
用
者
が
書
き

込
み
を
し
て
い
ま
す
。

「
雪
が
積
も
っ
て
い
ま
す
」
や
「
熊

を
見
か
け
ま
し
た
」
な
ど
付
近
の
様

子
や
「
掃
除
用
具
が
あ
る
と
い
い
で

す
ね
」
と
い
っ
た
要
望
ま
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
伊
勢
滝
か
ら
平
成
16
年

よ
り
復
旧
工
事
が
行
な
わ
れ
た
黒
川

林
道
を
周
辺
の
状
況
を
歩
き
な
が
ら

見
て
い
き
ま
す
。
整
備
さ
れ
た
区
間

は
と
て
も
歩
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
も
思
う
こ
と
で
す
が
、
黒

川
の
透
き
通
っ
た
水
量
豊
富
で
渓
谷

ら
し
い
流
れ
は
い
つ
見
て
も
素
晴
ら

し
い
も
の
で
す
。
都
会
の
方
が
ご
覧

に
な
っ
た
ら
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い

景
色
だ
と
思
い
ま
す
。

　

林
道
か
ら
牧
道
に
入
り
、
も
っ
と

も
危
険
な
岩
盤
崩
落
跡
（
整
備
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
）
を
歩
い
て
通
っ

て
、
宮
田
高
原
へ
。

　

先
輩
議
員
に
聞
い
た
話
に
よ
る
と

ス
キ
ー
場
が
閉
鎖
に
な
っ
て
か
ら
議

員
有
志
で
数
多
く
植
林
し
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
ら
の
木
々
が
今
は
大
き
く

育
っ
て
お
り
、
宮
田
高
原
の
景
色
を

一
段
と
素
敵
な
も
の
に
し
て
い
ま

す
。
で
き
た
ら
今
後
は
こ
ん
な
活
動

　

国
道
１
５
３
号
線
バ
イ
パ
ス
建
設

に
つ
い
て
宮
田
村
議
会
産
業
文
教
委

員
会
と
伊
那
市
議
会
交
通
対
策
特
別

委
員
会
と
の
懇
談
会
が
７
月
９
日
に

伊
那
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
国
道
１
５
３
号
線
は
中
京
圏

と
塩
尻
市
を
結
ぶ
産
業
道
路
と
し
て

伊
那
谷
を
貫
き
、
地
域
の
発
展
に
欠

か
せ
な
い
重
要
な
幹
線
道
路
と
し

て
、
ま
た
災
害
発
生
等
緊
急
時
に
は

中
央
自
動
車
道
の
代
替
路
線
と
し
て

の
機
能
も
有
し
、
地
域
の
生
活
に
密

着
し
た
重
要
な
道
路
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
交
通
量
の
増
加
に
伴

な
い
渋
滞
が
慢
性
化
し
地
域
の
流
通

及
び
沿
線
住
民
の
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で

駒
ヶ
根
市
か
ら
箕
輪
町
を
結
ぶ
バ
イ

議会だより　平成 21 年度 第 1 号

 
新
緑
の
匂
ひ
に
導
か
れ

  
登
山
道
視
察

パ
ス
計
画
が
示
さ
れ
、
伊
那
バ
イ
パ

ス
１
期
区
間
と
し
て
箕
輪
町
木
下
か

ら
伊
那
市
青
島
ま
で
の
ル
ー
ト
が
発

表
さ
れ
一
部
で
着
工
の
運
び
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
方
伊
南
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て
は
駒
ヶ
根
市
内
で
共
用
が

開
始
さ
れ
、
飯
島
町
に
つ
い
て
も
着

工
の
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

現
状
、
駒
ヶ
根
市
北
の
原
か
ら
伊
那

市
青
島
の
間
に
つ
い
て
全
く
取
り
組

み
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早

期
着
工
に
向
け
て
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

も
し
て
い
き
た
い
、
そ
う
思
い
な
が

ら
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
宮
田
中
学
校
２
年
生
を
は

じ
め
と
し
て
た
く
さ
ん
の
生
徒
達
が

駒
ヶ
岳
登
山
を
実
施
、
ま
た
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
思
い
出

作
り
の
た
め
に
も
事
故
が
な
い
よ
う

に
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
井　

訓
）

 産業文教委員会と伊那市議会交通対策特別委員会との懇談会

　

伊
那
市
と
宮
田
村
は
、
同
じ
経
済

圏
と
し
て
地
域
の
発
展
と
交
通
渋
滞

解
消
に
向
け
て
、
お
互
い
に
協
力
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

認
し
、
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
の
着

工
を
強
く
要
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

村
で
は
本
年
度
、
宮
田
村
幹
線
道
路

網
整
備
構
想
検
討
委
員
会
を
設
置
し

て
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
の
意
向

を
踏
ま
え
て
、
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
尚
、
懇
談
会
の

後
、
伊
那
市
青
島
の
１
期
ル
ー
ト
最

終
地
点
か
ら
駒
ヶ
根
市
北
の
原
ま

で
、
構
想
さ
れ
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
牧
田
茂
成
）

 

１
５
３
号
線
バ
イ
パ
ス

 

伊
那
市
議
会
と
懇
談

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

 

委
員
長　

春
日　

元

 

委
員　

牧
田
茂
成
・
宮
井　

訓  

 　
　
　

天
野
早
人

　ご意見・ご感想

　　お待ちしています。

　連絡先

　　☎８５－３１８１

　役場内　議会事務局まで

　

７
月
25
日
、
『
ふ
る
さ
と
発
見
講

座
』
が
開
か
れ
、
23
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
北
割
の
元
宮
神
社

の
宝
蔵
を
訪
ね
、
小
池
孝
村
文
化
財

主
任
の
案
内
で
、
村
の
宝
物
を
数
多

く
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

信
仰
に
か
か
わ
る
品
と
し
て
、
神

事
「
お
筒
粥
」
に
使
う
文
化
５
年
奉

納
の
「
湯
沸
用
釜
」
、
鐘
を
寄
進
し

た
時
の
寄
付
の
記
録
で
あ
る
天
保
14

年
の
「
半
鐘
勧
化
帳
」
を
見
て
、
当

時
の
信
仰
の
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
禄
３
年
の
検
地
帳
と
、

そ
の
１
５
０
年
後
に
描
か
れ
た
旧
宮

田
村
の
絵
図
面
を
は
じ
め
、
五
人
組

の
議
定
書
、
諏
訪
形
井
の
井
筋
の
水

に
つ
い
て
七
ヶ
村
で
定
め
た
取
り
決

め
を
記
し
た
書
付
、
天
明
年
間
の
飢

饉
に
際
し
て
救
い
米
を
支
給
し
た
時

の
記
録
等
、
江
戸
時
代
の
宮
田
村
の

生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

資
料
を
間
近
に
見
な
が
ら
、
村
の
起

こ
り
や
当
時
の
生
活
に
つ
い
て
感
慨

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

宮
田
村
企
業
人
権
教
育
推
進
協
議

会
（
山
田
稔
会
長
）
の
総
会
と
研
修

会
が
７
月
６
日
に
行
わ
れ
、
７
月
末

を
も
っ
て
発
展
・
解
散
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
昭
和
56
年
に
発
足
。

企
業
が
連
携
し
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

に
積
極
的
に
取
組
み
、
多
く
の
事
業

推
進
に
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
の
各
企
業
の
取
組
み
、
社
会

の
情
報
共
有
化
等
の
状
況
か
ら
そ
の

役
割
を
果
た
し
た
と
し
、
今
回
解
散

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
関
係
機

関
と
企
業
に
お
い
て
、
一
層
の
連
携

と
事
業
推
進
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

▲元宮神社の宝物をみる参加者

   

お
や
じ
の
交
流
会

　

    

お
や
じ
塾
・
お
や
じ
倶
楽
部

　

    

宮
田
村
の
宝
物
に
学
ぶ

                     

ふ
る
さ
と
発
見
講
座
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今
月
の
展
示
資
料

  

夢
と
ロ
マ
ン

　
　
無
理
せ
ず
楽
せ
ず

　

「
葡
萄
づ
く
り
は
な
え
、
夢
と
ロ
マ

ン
で
な
く
ち
ゃ
や
っ
て
い
け
ん
ぜ
。」

昨
年
暮
れ
、
栽
培
組
合
忘
年
会
の
席

で
の
組
合
長
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

　

40
数
年
の
勤
め
を
退
職
し
て
３

年
。
本
年
よ
り
縁
あ
っ
て
ワ
イ
ン
「
紫

輝
」
用
葡
萄
の
栽
培
に
関
る
事
と
な

り
ま
し
た
が
、
仲
間
に
入
れ
て
頂
い

た
最
初
の
会
で
の
事
で
す
。

　

中
・
南
両
ア
ル
プ
ス
を
望
め
る
駒

ケ
原
の
圃
場
で
、
冬
の
剪
定
作
業
に

始
ま
り
、
今
ま
で
冬
作
業
を
先
輩
の

皆
様
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、
仲

間
２
人
と
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

時
季
々
々
絶
好
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
、
自
然
に
浸
り
な
が
ら
の
作
業

は
、
現
職
時
代
に
は
味
わ
う
事
の
な

か
っ
た
様
な
心
安
ら
ぐ
時
を
感
じ
ま

す
が
、
こ
れ
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
仕
事

の
出
来
る
所
以
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

以
前
講
演
会
で
聞
い
た
中
高
年
者

の
健
康
管
理
法
「
無
理
せ
ず
、
楽
せ

ず
、明
る
く
前
向
き
に
」を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
、
明
る
く
健
康
で
楽
し
み
な

が
ら
、
夢
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
葡
萄

作
り
を
初
め
と
し
て
、
米
作
り
や
野

菜
作
り
に
心
地
好
い
汗
を
流
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
昨
今
で
す
。

（
次
回
＝
小
島
市
江
さ
ん
）

☆
本
館
事
業

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会

　
　

    　

9
月
6
日 

13
時
30
分
～

☆
分
館
事
業

・
班
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　
　

北
割    

8
月
23
日 

7
時
～

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
集
い

　
　

町
1    

8
月
23
日 

9
時
～

・
敬
老
会

　
　

町
3    

9
月
6
日 

8
時
～

　
　

町
2    

9
月
6
日 

9
時
～

　
　

中
越    

9
月
6
日 

11
時
30
分

　
　

大
原    

9
月
13
日 

11
時
～

　
　

大
田
切 

9
月
20
日 

13
時
～

案  

内

リレー随想
（336）

小
林 

研
二
（
南
割
）

　

７
月
11
日
、
宮
田
村
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
（
佐
藤
一
也
会
長
）で
は
、

人
の
心
を
結
び
、
元
気
な
地
域
作
り

に
欠
か
せ
な
い
「
挨
拶
運
動
」
の
一

環
と
し
て
、
今
年
は
大
原
、
町
１
、

町
２
、
河
原
町
、
北
割
、
南
割
の
６

地
区
約
１
５
０
人
の
中
学
生
が
、
あ

い
さ
つ
看
板
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
は
先
月
よ
り
特
設
コ
ー

ナ
ー
に
て
自
由
研
究
の
本
を
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
研
究
課
題

の
資
料
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
壁
面
】
…
あ
さ
が
お
特
集
。

【
季
節
の
本
棚
】
…
８
月
30
日
の
「
冒

険
の
日
」
に
ち
な
ん
で
冒
険
に
関
す

る
児
童
書
・
絵
本
を
特
集
。

【
カ
ウ
ン
タ
ー
前
】
…
先
月
よ
り
、

第
１
４
１
回･

芥
川
賞
＆
直
木
賞
受

賞
作
家
の
磯
崎
憲
一
郎
氏
と
北
村
薫

氏
の
作
品
を
、
ま
た
今
月
か
ら
選
挙
・

政
治
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
貸
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは役場総務課企画情報係 ☎ 0265-85-3181

宮田村図書館 ☎ 85-2314（村民会館内）

　

新
し
い
親
子
体
験
教
室
「
オ
ケ
ラ

と
か
か
し
と
麦
わ
ら
ぼ
う
し
」で
は
、

加
藤
政
義
さ
ん
、
川
手
友
幸
さ
ん
が

▲看板づくりをする中学生たち

▲３体の案山子を囲んで

   

聴
導
犬
訓
練
校
見
学

　                    

宮
田
大
学
院

▲聴導犬の訓練を見学しました

　

７
月
27
日
、
宮
田
大
学
院
の
第
３

回
講
座
と
し
て
、
村
民
会
館
隣
り
に

あ
る
「
聴
導
犬
訓
練
校
」
を
視
察
研

修
し
ま
し
た
。
人
の
聴
覚
の
代
わ
り

に
活
躍
す
る
犬
た
ち
が
、
訓
練
士
の

言
う
こ
と
や
指
示
を
読
み
取
り
、
電

話
の
呼
び
出
し
や
来
客
な
ど
、
飼
主

へ
正
確
に
伝
え
る
訓
練
の
様
子
を
つ

ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
公
民
館
運
営
審
議
委
員
】

◎
加
藤　

政
義　
　

東
野　

昌
裕

○
佐
野　

栄
一　
　

帯
刀　
　

昇

　

松
尾　

清
光　
　

清
水　

閣
成

　

伊
藤　

静
枝　
　

小
田
切
孝
子

　

池
上
由
美
子　
　

土
方　

照
子

　

吉
沢
小
百
合　
　

酒
井　

秀
康

　

田
中　

正
登　
　

佐
藤　

一
也

(

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長)

任
期
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
。

▲完成した７枚の「挨拶看板」

 

３
体
の
案
山
子
で
豊
作
祈
願

　    

オ
ケ
ラ
と
か
か
し
と
麦
わ
ら
ぼ
う
し

新

委

員

紹

介

  
あ
い
さ
つ
看
板
づ
く
り

　

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

　

子
育
て
学
級（
鈴
木
位
枝
学
級
長
）

で
は
、
駒
ヶ
根
市
北
消
防
署
を
訪
問

し
、
新
装
な
っ
た
施
設
を
見
学
。
消

防
自
動
車
乗
車
体
験
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど

の
救
急
法
を
学
び
ま
し
た
。

講
師
と
な
り
、
参
加
し
た
親
子
14
組

41
人
の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
合
っ
て

３
体
の
案
山
子
を
作
り
、
豊
作
を
祈

り
な
が
ら
田
の
畦
に
立
て
ま
し
た
。

ま
た
、
春
に
植
え
た
玉
ね
ぎ
の
収
穫
、

ニ
ン
ジ
ン
や
小
麦
畑
の
雑
草
取
り
も

行
い
ま
し
た
。

   

救
急
法
体
験
学
習

　                    

子
育
て
学
級

▲救急法を学ぶお母さんたち

◎
挨
拶
一
つ
で
人
は
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

町
１
区
育
成
会

◎
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

町
２
区
育
成
会

◎
明
る
い
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
町
育
成
会

◎
笑
っ
て
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

北
割
区
育
成
会

◎
あ
い
さ
つ
で　

あ
ふ
れ
る
南
割

◎
あ
い
さ
つ
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

南
割
区
育
成
会

◎
あ
い
さ
つ
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　

大
原
地
区
育
成
会

○

各地区内に設置されます

今年の豊作を祈りました

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
好す

き
な
布ぬ

の

で
手
づ
く
り
日ひ

が

さ傘

○
「
職し

ょ
く
ば場

う
つ
」
の
正

し
ょ
う
た
い体

○
登と

う
え
ん園

し
ぶ
り
登と

う
こ
う校

し
ぶ
り

○
結け

っ
こ
ん婚

し
た
ら
、
や
っ
て
お
く
べ
き

　

お
金か

ね

の
こ
と

○
や
さ
し
く
編あ

む
竹た

け
ざ
い
く
に
ゅ
う
も
ん

細
工
入
門

○
人じ

ん
せ
い生

を
変か

え
る
朝あ

さ
か
つ活

！

○
ガ
ン
に
負ま

け
な
い
心し

ん
り
が
く

理
学

○
危き

き機
を
生い

き
抜ぬ

く
企

き
ぎ
ょ
う
り
ょ
く

業
力

○
営え

い
ぎ
ょ
う

業
マ
ン
の
こ
こ
が
嫌き

ら

い

○
コ
メ
ほ
ど
汚

き
た
な

い
世せ

か

い界
は
な
い

○
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
が
日に

ほ

ん本
の
農

の
う
ぎ
ょ
う業

　

を
救す

く

う

○
時じ

こ
う
は
い
し
ろ
ん

効
廃
止
論

○
１
０
１
人
の
画が

か家

○
長な

が
の
け
ん
て
つ
ど
う
ぜ
ん
え
き

野
県
鉄
道
全
駅

●
児
童
書

○
モ
ン
ス
タ
ー
迷め

い

ろ路

○
へ
ん
し
ん
ク
イ
ズ

○
７
ひ
き
こ
ぐ
ま
の
か
く
れ
ん
ぼ

○
新し

ん
か
ん
せ
ん

幹
線
と
車し

ゃ
り
ょ
う
き
ち

両
基
地

○
宇う

ち
ゅ
う宙

に
秘ひ

め
ら
れ
た
謎な

ぞ　
　
　

他

 

八
月
の
本
棚

 

「
み
っ
ぷ 

ち
ゃ
っ
ぷ 

や
っ
ぷ

  

　
　
　
　
　
　
　
う
み
に
い
く
」

　
　
　
　
　
　
　

筒
井　

頼
子
／
文 

　
　
　
　

は
た　

こ
う
し
ろ
う
／
絵

　

夏
休
み
に
な
り
、こ
ぶ
た
の『
み
っ

ぷ
』『
ち
ゃ
っ
ぷ
』『
や
っ
ぷ
』
は
、

家
族
み
ん
な
で
初
め
て
海
に
行
き
ま

す
。
林
を
ぬ
け
、
川
を
渡
り
、
山
の

む
こ
う
の
海
を
目
指
し
ま
す
。
海
ま

で
は
遠
い
た
め
、
今
は
使
わ
れ
て
い

な
い
学
校
に
一
晩
泊
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
夜
に
な
り
、
３
び
き
が

眠
ろ
う
と
し
て
い
る
と
、
暗
闇
の
中

か
ら
、
「
ほ
う
ち
ょ
う　

と
げ
た
か

…
」
と
、
誰
か
の
話
し
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。そ
の
声
の
正
体
と
は
…
。

　

さ
て
、
３
び
き
は
無
事
、
海
に
着

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

 

「
い
っ
し
ょ
に

          

読
も
う
か
」

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
8
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

29
日(

土)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

視
聴
覚
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
9
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

9
日(

水)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

　

図
書
館
休
館
日

   

8
／ 

17 

( 月 )
・ 

24  

( 月 ) 

・ 

31 

( 月 ) 

   

9
／ 

7 

(月 )
・ 

14  

( 月 ) 

・ 

24  

( 木 ) 

・ 

28  

( 月 )
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広
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こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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白く可憐に咲く
　「ハクサンイチゲ」

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
千
畳
敷
駅
か
ら
カ
ー
ル
内
、
そ
し

て
八
丁
坂
を
歩
く
こ
と
約
１
時
間
。
乗の

っ
こ
し
じ
ょ
う
ど

越
浄
土
と
よ

ば
れ
る
稜
線
上
の
平
ら
へ
出
ま
す
。
宝
剣
山
荘
の
裏

手
に
ま
わ
る
と
、
目
の
前
に
そ
び
え
立
つ
の
が
こ
の

天
狗
岩
。
宝
剣
岳
（
標
高
２
９
３
３
㍍
）
の
西
側
の

こ
の
大
き
な
岩
、
鼻
を
突
き
出
し
、
眉
と
唇
が
あ
っ

て
ま
さ
に
天
狗
の
横
顔
で
す
。
こ
の
天
狗
の
見
つ
め

る
先
に
は
中
央
ア
ル
プ
ス
の
主
峰
、
駒
ヶ
岳
（
標
高

２
９
５
６
㍍
）
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
時
期
の
中
央
ア
ル
プ
ス
は
高
山
植
物

が
咲
き
乱
れ
ま
す
。
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
や
ミ
ヤ
マ
キ

ン
バ
イ
、
そ
し
て
宮
田
村
の
特
別
シ
ン
ボ
ル
で
こ
の

駒
ヶ
岳
周
辺
に
し
か
咲
か
な
い
コ
マ
ウ
ス
ユ
キ
ソ
ウ

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
高
山
植
物
を
見
な
が
ら
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
年
で
一
番
暑
い
季
節
。で
も
駒
ヶ
岳
は
別
世
界
。

真
夏
な
の
に
寒
い
と
感
じ
る
ほ
ど
で
す
。
涼
を
求
め

て
、
可
憐
な
高
山
植
物
に
、
そ
し
て
天
狗
に
会
い
に
、

ふ
る
さ
と
の
山
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査 の 投票日です 

８月30日（日） は

問宮田村選挙管理委員会 ☎ 85-3181（役場総務課内）

■期日前投票  8/19（水）～ 8/29（土）　※国民審査は  8/23（日）～ 8/29（土）
    時間はどちらも午前 8:30 ～午後 8:00 まで

あさ7:00～よる8:00

天狗岩  奥は三ノ沢岳

こ
こ
っ
て
ど
ん
な
場
所
　
再
発
見
！
み
や
だ
む
ら

   

天
狗
岩 

― 

中
央
ア
ル
プ
ス
の
奇
岩 

―
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